
ＪＲ連合 令和3年（2021）7月1日（１）第 629号（毎月1日発行）

JAPAN  RAILWAY  TRADE  UNIONS  CONFEDERATION

日本鉄道労働組合連合会
〒103-0022 東京都中央区日本橋室町1-8-10 
                                             東興ビル9階

●発行者／荻山市朗　●編集者／相良夏樹

TEL（NTT）03-3270-4590 （JR）057-7848
FAX（NTT）03-3270-4429 （JR）057-7849
1部20円（但し組合費に含む）

h t t p : / / w w w . j r - r e n g o . j p

「ＪＲ連合ビジョン」と
  政策提言の実践を通じて
   ＪＲ産業の持続的成長と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

冒
頭
、
荻
山
市
朗
会
長
の
挨

拶
の
後
、
神
津
里
季
生
連
合
会

長
や
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談

会
に
所
属
す
る
８
人
の
議
員
な

ど
か
ら
の
連
帯
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
放
映
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
大
会
議
長
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
か
ら
武
智
義
治
議
長
を
選
出

し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。
議

事
で
は
、
経
過
報
告
を
行
っ
た

後
、
交
運
共
済
労
組
が
紹
介
さ

れ
る
と
満
場
の
拍
手
が
送
ら
れ

歓
迎
さ
れ
た
。
続
い
て
運
動
方

針
提
案
で
は
、
提
言
に
つ
い
て

も
そ
の
一
部
と
し
て
提
起
さ
れ
、

板
谷
和
也
流
通
経
済
大
学
教
授
、

藤
村
博
之
法
政
大
学
経
営
大
学

院
教
授
、
大
坂
直
樹
東
洋
経
済

新
報
社
記
者
の
３
人
の
講
演
で

補
強
し
た
上
で
、
さ
ら
に
執
行

部
か
ら
内
容
を
提
起
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
11
人
の
代
議

員
・
特
別
代
議
員
か
ら
発
言

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
答
弁
・

総
括
答
弁
を
行
っ
た
後
、
す
べ

て
の
議
案
と
大
会
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
事
務
局
長

の
尾
形
泰
二
郎
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
）
、
執
行
委
員
の
今

井
孝
治
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
）
、
中
山
耕
介
氏
（
Ｊ
Ｒ
西

労
組
）
、
中
村
鉄
平
氏
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
）
、
北
村
公
次
氏

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）
が
退
任
し

た
。
そ
し
て
、
政
所
事
務
局
長

を
は
じ
め
５
人
の
新
役
員
を
含

む
新
た
な
体
制
を
確
立
し
た
。

　

最
後
に
、
荻
山
会
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
、
大
き
な
節
目

と
も
言
え
る
新
年
度
へ
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

副
会
長　
　

上
村　

良
成　

再

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

副
会
長　
　

大
谷　
　

清　

再

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

副
会
長　
　

中
原　

博
徳　

再

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

副
会
長　
　

大
杉　

正
美　

再

（
貨
物
鉄
産
労
）

会　

長　
　

荻
山　

市
朗　

再

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

副
会
長　
　

昆　
　

弘
美　

再

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

副
会
長　
　

菅
野　

一
位　

再

（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）

副
会
長　
　

鎌
田　
　

茂　

再

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

◇
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
緊
急
的
な

　

取
り
組
み

　

感
染
症
の
仕
組
み
や
有
効
な
防

止
対
策
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
府
は
、

人
流
が
危
険
だ
と
し
て
外
出
や
移

動
を
抑
制
す
る
政
策
を
続
け
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
公
共
交
通
で

ク
ラ
ス
タ
ー
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
組
合
員

の
日
々
の
努
力
や
お
客
様
の
協
力

も
あ
り
、
人
の
移
動
そ
の
も
の
は

安
全
で
あ
る
。
し
か
し
、
宣
言
が

延
長
さ
れ
、
必
達
目
標
で
あ
る
今

年
度
の
黒
字
化
も
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

連
帯
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
。
政
策
要
求
の
実
現
の
た

め
に
も
、
会
社
側
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
責
任
あ
る
活
動
を
具
体
的

に
示
し
、
未
来
志
向
で
私
た
ち
と

向
き
合
う
よ
う
求
め
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
は
、
他

の
主
要
な
産
業
と
異
な
り
業
界
団

体
が
な
く
、
労
使
が
緊
密
に
連
携

し
て
政
策
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
態
勢
に
な
っ
て
い
な
い
。
会
社

側
に
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社
が
経
営
危
機

に
陥
り
変
革
を
迫
ら
れ
る
こ
の
時

期
に
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
政
策
を

束
ね
、
一
致
団
結
し
て
行
動
す
る
よ

う
、
各
社
の
連
携
を
強
く
求
め
る
。

◇

　

こ
の
転
換
期
の
中
、
来
年
５
月

に
Ｊ
Ｒ
連
合
は
結
成
30
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
。
社
会
変
化
に
対
応

し
た
変
革
を
迫
ら
れ
、
そ
し
て
、

労
働
組
合
の
存
在
価
値
が
大
き
く

高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
Ｊ
Ｒ
連

合
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
仲
間
の
絆
を
深
め
、
創
意

工
夫
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
運
動

を
推
進
し
て
い
こ
う
。

う
責
任
あ
る
民
主
的
労
働
組
合
の

取
り
組
み
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
加
盟
単
組
と
連
携
し
て

組
織
の
充
実
、
強
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
お
け
る
民
主

化
闘
争
の
強
化
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ

産
業
に
働
く
仲
間
の
Ｊ
Ｒ
連
合
へ

の
総
結
集
に
向
け
て
組
織
拡
大
に

全
力
を
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　

逆
風
下
の
２
０
２
１
春
季
生
活

闘
争
で
は
、
方
針
を
一
本
化
し
Ｏ

Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
臨
ん
だ
。
グ
ル
ー

プ
労
組
は
、
一
時
金
を
中
心
に
本

体
を
上
回
る
成
果
を
収
め
、
私
た

ち
が
め
ざ
し
た
Ｊ
Ｒ
本
体
に
準
拠

し
た
闘
い
方
か
ら
の
転
換
が
進
み
、

求
心
力
が
大
き
く
高
ま
っ
た
。
グ

ル
ー
プ
労
組
の
組
織
と
運
動
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
労
働

組
合
の
庇
護
の
下
に
な
い
多
く
の

仲
間
を
守
る
た
め
に
、
組
織
拡
大

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
産
業
を
持
続
的

に
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、
Ｊ
Ｒ

連
合
と
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
会
社
と
の

間
で
健
全
な
労
使
関
係
を
築
き
、

　

労
働
政
策
の
面
で
は
、
「
優
秀

な
人
材
こ
そ
が
Ｊ
Ｒ
産
業
の
財
産

で
あ
る
」
と
の
認
識
に
立
っ
て
、

「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

示
す
基
調
を
踏
ま
え
、
有
為
な
人

材
を
確
保
し
活
躍
で
き
る
魅
力
あ

る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
人
材

育
成
や
働
き
方
な
ど
の
改
革
を
前

向
き
に
活
か
し
、
生
産
性
の
向
上

と
処
遇
改
善
に
も
つ
な
げ
て
い
く

べ
き
と
し
た
。

◇
組
織
の
強
化
・
拡
大
、
健
全
な

　

労
使
関
係
の
構
築
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

　

プ
の
連
帯
強
化

　

社
会
変
化
に
対
応
し
た
様
々
な

変
革
を
進
め
て
い
く
に
は
、
上
意

下
達
の
押
し
付
け
で
な
く
、
働
く

仲
間
が
正
し
く
危
機
感
を
共
有
し
、

主
体
的
に
臨
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
に
労
働
組
合
が
役

割
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
社
の
職
制
だ
け
で
は
機
能
を
果

た
し
得
な
い
。

　

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
提

起
す
る
通
り
、
働
く
仲
間
に
寄
り

添
い
、
思
い
を
共
有
し
、
不
安
を

解
消
し
て
将
来
展
望
を
示
す
と
い

念
に
基
づ
き
、「
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者

の
死
亡
事
故
・
重
大
労
災
ゼ
ロ
」

の
完
遂
を
は
じ
め
、
グ
ル
ー
プ
会

社
、
協
力
会
社
を
含
め
た
職
場
か

ら
の
安
全
確
立
に
全
力
を
あ
げ
る
。

◇
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
政

　

策
活
動

　
Ｊ
Ｒ
産
業
が
今
後
も
わ
が
国
と

地
域
を
支
え
、
私
た
ち
が
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
守
る

た
め
に
、
政
策
の
提
起
と
そ
の
実

践
に
む
け
た
運
動
を
展
開
す
る
。

そ
の
た
め
の
運
動
の
羅
針
盤
と
な

る
政
策
提
言
「
将
来
を
見
据
え
た

Ｊ
Ｒ
産
業
の
あ
り
方
と
私
た
ち
の

働
き
方
」
を
提
起
す
る
。

　

産
業
政
策
の
面
で
は
、
Ｊ
Ｒ
産

業
が
国
と
地
域
を
支
え
る
役
割
を

果
た
し
続
け
る
こ
と
と
、
各
社
が

培
っ
て
き
た
民
間
活
力
を
発
揮
し

て
Ｊ
Ｒ
産
業
を
持
続
的
に
成
長
さ

せ
る
こ
と
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、

地
域
や
公
共
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
や
役
割
分
担
に
関
す
る
こ
れ
ま

で
の
提
言
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、

事
業
領
域
の
あ
り
方
、
上
下
分
離

の
検
討
な
ど
に
も
踏
み
込
ん
だ
。

域
的
な
人
の
移
動
を
収
入
の
柱
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
連
合
、
航
空
連
合

の
仲
間
と
連
帯
し
て
、
移
動
や
観

光
に
対
す
る
国
民
の
不
安
を
払
拭

す
る
よ
う
政
府
を
あ
げ
て
発
信
し

て
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、段
階
的
な
需
要
の
創

出
と
回
復
を
支
え
る
息
の
長
い
助

成
制
度
を
構
築
す
る
よ
う
、
国
土

交
通
、
厚
生
労
働
、
財
務
、
内
閣

府
の
各
大
臣
、
与
野
党
の
各
政
党
、

連
合
や
経
団
連
な
ど
に
対
し
て
精

力
的
に
働
き
掛
け
て
い
る
。

◇
安
全
の
確
立

　

最
優
先
課
題
に
位
置
付
け
、
Ｊ

Ｒ
福
知
山
線
列
車
事
故
の
反
省
と

教
訓
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
実
効

性
を
高
め
る
。
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
は
結
果
で
あ
り
原
因
で
は
な

い
」
と
の
理
念
を
共
有
し
、
グ
ル
ー

プ
労
組
を
含
め
て
具
体
的
な
対
策

に
つ
な
げ
る
よ
う
運
動
を
展
開
す

る
。
ま
た
、
死
亡
労
働
災
害
の
発

生
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
事
故
の

背
景
や
原
因
を
分
析
し
、
「
職
場

の
安
全
確
立
が
ひ
い
て
は
鉄
道
の

安
全
確
立
に
つ
な
が
る
」
と
の
理

力
を
基
礎
に
、
Ｊ
Ｒ
各
社
と
も
意

思
疎
通
し
な
が
ら
、
総
力
を
あ
げ

て
国
の
緊
急
支
援
を
繰
り
返
し
求

め
て
き
た
。
職
場
か
ら
の
切
実
な

声
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
延
長
な

ど
一
定
の
成
果
を
収
め
た
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
に
対
す
る
経
営
支
援
策
の
延

長
、
拡
充
に
つ
い
て
も
、
経
営
自

立
を
求
め
る
私
た
ち
の
意
見
を
国

会
審
議
や
附
帯
決
議
に
反
映
す
る

形
で
実
現
で
き
た
。
Ｊ
Ｒ
産
業
が

安
定
回
復
の
基
調
に
戻
る
ま
で
引

き
続
き
強
く
求
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
組
合
員
に
、
将
来
に
対

す
る
不
安
や
動
揺
が
広
が
り
、
若

手
や
中
堅
層
の
離
職
が
増
加
し
、

人
材
面
か
ら
Ｊ
Ｒ
産
業
が
劣
化
し

か
ね
な
い
。
経
営
回
復
の
た
め
に

は
、早
期
の
需
要
回
復
が
必
要
で

あ
り
、現
在
、
Ｊ
Ｒ
と
同
じ
く
広

会長挨拶
（要旨）
仲
間
と
の
絆
を
深
め

 

主
体
的
に
社
会
変
化
に
対
応
し
よ
う

会 
長  

荻
山
市
朗

　

こ
う
し

た
中
、
Ｊ

Ｒ
連
合
は
、

22
万
４
０

０
０
筆
も

の
署
名
の

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
６
月
16
日
、
愛
知
県
豊
橋
市
に
て
、
第
31
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
会
場
に
感
染

症
対
策
を
施
し
た
上
で
リ
モ
ー
ト
併
用
の
議
事
運
営
と
し
、
２
０
２
１
年
度
の
運
動
方
針
を
満
場
一

致
で
決
定
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
新
た
に
加
盟
し
た
「
交
運
共
済
労
働
組
合
」
を
紹
介
し
、
盛
大
な
拍
手
で
迎
え
入

れ
る
と
と
も
に
、
政
策
提
言
「
将
来
を
見
据
え
た
Ｊ
Ｒ
産
業
の
あ
り
方
と
私
た
ち
の
働
き
方
」
（
以

下
、
提
言
）
を
提
起
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
新
た
に
政
所
大
祐
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）
を
事
務
局
長
に
選
出
す
る

な
ど
新
体
制
を
確
立
し
た
。

政所事務局長

鎗光執行委員 森安執行委員 宮野執行委員 相良執行委員

新役員

事
務
局
長　

政
所　

大
祐　

新

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

執
行
委
員　

相
良　

夏
樹　

新

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

執
行
委
員　

宮
野　

勇
馬　

新

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

執
行
委
員　

森
安　

祐
貴　

新

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

執
行
委
員　

鎗
光　

俊
勝　

新

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

執
行
委
員　

羽
野　

敦
之　

再

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

会
計
監
査
員　

鈴
木　

賢
二　

再

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

　

な
お
、
執
行
委
員
１
名
、
会
計
監

査
員
１
名
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
各
単

組
の
大
会
を
経
て
確
定
す
る
。

新
た
な
体
制
で
運
動
を
推
進

荻
山
会
長
を
再
選 

政
所
事
務
局
長
を
選
出

第31回定期大会
「ＪＲ連合ビジョン」と政策提言の実践を通じて

ＪＲ産業の持続的成長と組合員と家族の幸せを実現しよう

第31回定期大会
「ＪＲ連合ビジョン」と政策提言の実践を通じて

ＪＲ産業の持続的成長と組合員と家族の幸せを実現しよう
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・
青
年
・
女
性
組
合
員
同
士
の

横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た
め

の
重
要
な
行
事
で
あ
る
ユ
ー
ス

ラ
リ
ー
を
、
８
月
に
延
期
す
る

判
断
を
し
た
。
熱
い
支
援
を
い

た
だ
き
た
い
。

・
こ
の
間
、
リ
モ
ー
ト
の
活
用

な
ど
活
動
を
工
夫
し
て
き
た
が
、

膝
を
突
き
合
わ
せ
て
話
し
合
う

こ
と
が
醍
醐
味
と
認
識
し
て
い

る
。
青
年
・
女
性
組
合
員
が
今

後
も
安
心
し
て
働
き
続
け
る
た

め
の
組
合
活
動
を
ど
う
継
承
し

て
い
く
か
、
と
も
に
考
え
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。

全
は
お
互
い
の
信
頼
関
係
や
協

力
、
助
け
合
い
が
あ
っ
て
成
り

立
つ
。
労
使
の
信
頼
関
係
は
会
社

の
経
営
が
厳
し
い
時
こ
そ
そ
の

土
壌
が
作
ら
れ
る
と
の
認
識
の

下
、
粘
り
強
く
行
動
し
て
い
く
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
も
運
動
を
止
め

て
は
な
ら
な
い
と
、
新
入
社
員

向
け
勧
誘
動
画
の
作
成
や
、
感

染
症
拡
大
局
面
に
お
け
る
中
央

執
行
委
員
会
見
解
の
発
出
、
提

言
で
あ
る
「
会
社
と
共
に
」
の

動
画
の
作
成
な
ど
、
私
た
ち
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
き
た
。

・
急
速
な
施
策
の
実
施
に
よ
り

職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
滞
っ
て
い
る
が
、
鉄
道
の
安

・
経
営
支
援
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
こ
の
間
の
取
り
組
み
に

感
謝
す
る
。
２
０
３
１
年
の
経

・
安
全
確
立
に
つ
い
て
、
労
災

が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
安
全

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め

と
す
る
取
り
組
み
を
今
後
も
Ｊ

Ｒ
連
合
と
連
携
し
な
が
ら
展
開

し
、
意
識
定
着
や
深
度
化
を
図
る
。

・
政
策
活
動
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
が
抱
え
る
国
家
的
な
課
題

は
世
論
を
巻
き
込
み
、
政
労
使

で
解
決
す
る
こ
と
が
将
来
に
わ

た
り
得
策
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
来
る
衆
議
院
選
挙
で
は

必
勝
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。

・
組
織
拡
大
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー

プ
労
組
に
お
い
て
は
着
々
と
成

果
が
出
て
い
る
。
引
き
続
き
全

員
参
画
型
の
運
動
で
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
会
社
に
対
し
て

は
、
貨
物
鉄
産
労
こ
そ
が
政
策

課
題
の
解
決
に
向
け
た
真
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
と
再
認
識
す
る

よ
う
強
く
訴
え
て
い
く
。

営
自
立
の
実
現
に
向
け
、
引
き

続
き
Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携
し
、
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
。

・
組
織
拡
大
に
つ
い
て
。
６
月

に
函
館
で
新
入
社
員
が
、
自
ら

労
働
組
合
を
調
べ
、
判
断
し
、

Ｊ
Ｒ
北
労
組
に
加
入
し
た
。
こ

の
教
訓
を
今
度
に
活
か
し
て
い

く
。

・
若
年
退
職
者
が
増
加
し
て
い

る
点
に
つ
い
て
、
要
員
と
し
て

は
低
い
給
与
水
準
、
会
社
の
将

来
に
対
す
る
不
安
、
道
内
全
域

へ
の
転
勤
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
北
労
組
と
し
て
の
考
え
を

ま
と
め
、
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。

・
男
女
平
等
参
画
に
つ
い
て
、

方
針
に
掲
げ
る
第
４
次
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
各

単
組
と
丁
寧
な
意
見
交
換
を
行

い
、
み
ん
な
で
取
り
組
め
る
計

画
と
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
女
性
役
員
同
士
の
交
流

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
活
動

の
多
様
化
を
図
る
と
と
も
に
、

女
性
国
会
議
員
と
の
交
流
と
い
っ

た
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
も
ら

い
た
い
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合

に
お
け
る
女
性
執
行
役
員
の
登

用
に
つ
い
て
は
、
女
性
参
画
の

土
壌
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

も
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
ほ

し
い
。

・
公
共
交
通
の
存
続
の
た
め
に
、

あ
り
方
自
体
を
見
直
す
時
期
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

規
制
緩
和
や
新
規
参
入
の
抑
制
、

企
業
規
模
の
観
点
か
ら
の
事
業

者
の
再
編
、
燃
料
費
や
高
速
道

路
通
行
料
へ
の
支
援
、
確
実
な

安
全
投
資
、
宿
泊
を
伴
わ
な
い

日
帰
り
旅
行
へ
の
助
成
制
度
、

公
共
交
通
の
安
全
性
の
発
信
、

そ
し
て
、
中
長
期
を
見
据
え
た

労
働
条
件
へ
の
支
援
な
ど
が
必

要
と
考
え
る
。
引
き
続
き
バ
ス

事
業
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。

・
安
全
の
確
立
に
向
け
、
労
働

組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
・
提

言
機
能
を
強
化
し
、
現
場
の
声

に
基
づ
き
先
手
を
打
っ
て
労
使

協
議
を
行
い
、
安
全
最
優
先
の

企
業
風
土
を
作
る
。

・
政
策
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
、

こ
の
間
の
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組

み
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
将

来
の
経
営
自
立
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
と
し
て
も
変
化
を
恐

れ
ず
、
前
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
。

・
今
大
会
で
提
起
さ
れ
た
政
策

提
言
に
賛
同
し
、
退
職
ま
で
活

き
活
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る

会
社
の
実
現
に
向
け
、
現
場
の

声
を
基
に
提
案
型
の
労
使
協
議

を
展
開
す
る
。

・
政
策
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
「
Ｊ
Ｒ

連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
も
あ
る
通

り
今
こ
そ
労
働
組
合
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
が
あ
る
と
強
く
発
信

し
、
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
く

決
意
で
あ
る
。

・
安
全
確
立
に
つ
い
て
、
会
社

は
安
全
を
担
保
で
き
る
こ
と
を

前
提
に
、
業
務
を
一
新
す
る
覚

悟
で
コ
ス
ト
削
減
な
ど
に
臨
む

と
し
て
い
る
が
、
労
働
組
合
と

し
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
し
、

Ｊ
Ｒ
九
州
連
合
と
の
連
携
を
強

化
し
て
労
使
協
議
を
展
開
し
て

い
く
決
意
で
あ
る
。

・
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
雇
用

調
整
助
成
金
に
対
す
る
こ
の
間

の
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組
み
に
敬

意
を
表
す
る
。
一
方
で
、
産
業

・
こ
の
間
の
命
綱
で
あ
る
雇
用

調
整
助
成
金
に
関
す
る
関
係
省

雇
用
安
定
助
成
金
に
つ
い
て
は
、

グ
ル
ー
プ
内
外
へ
の
出
向
が
行

わ
れ
て
い
る
中
、
有
効
に
活
用

し
切
れ
て
い
な
い
。
関
係
省
庁

等
へ
の
継
続
的
な
働
き
か
け
を

お
願
い
し
た
い
。

ど
に
対
し
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
は
、
離

職
問
題
の
再
燃
や
、
新
し
い
形

で
の
企
業
運
営
に
対
す
る
課
題

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
引
き
続

き
、
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
の

活
動
を
通
じ
て
す
べ
て
の
グ
ル
ー

プ
単
組
の
支
援
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
や
情
報
共
有
を
お
願
い

し
た
い
。

庁
等
へ
の
要
請
行
動
や
、
ふ
れ

あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な

・
安
全
の
確
立
に
つ
い
て
は
、

労
災
の
根
絶
に
向
け
て
単
組
内

で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
安
全

対
策
委
員
会
で
情
報
共
有
が
な

さ
れ
た
業
務
自
動
車
の
交
通
事

故
も
含
め
、
道
半
ば
の
状
況
で

あ
る
。
引
き
続
き
、
有
効
な
取

り
組
み
の
水
平
展
開
や
、
指
導
・

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

・
リ
ニ
ア
建
設
工
事
に
対
し
、

工
事
費
の
増
加
が
与
え
る
経
営

へ
の
影
響
や
組
合
員
の
労
働
環

境
を
丁
寧
に
見
て
い
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
必
要
性
も
含

め
、
広
く
理
解
や
協
力
を
求
め

る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
。
力
添
え
を
願
い
た
い
。

・
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

実
践
と
も
言
え
る
世
話
役
活
動

に
力
を
注
ぎ
、
単
組
と
し
て
の

地
力
を
強
化
し
て
、
個
別
労
使

・
安
全
の
確
立
に
つ
い
て
、
福

知
山
線
列
車
事
故
か
ら
10
年
を

契
機
に
策
定
し
た
Ｊ
Ｒ
西
労
組

「
安
全
提
言
」
を
改
定
し
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
連
合
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組

「
安
全
お
守
り
手
帳
」
を
策
定

関
係
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
図

る
。
そ
の
上
で
、
Ｊ
Ｒ
労
働
者

の
総
結
集
に
向
け
民
主
化
闘
争

の
強
化
や
、
組
合
未
加
入
者
の

組
織
拡
大
に
取
り
組
む
。

し
た
。
こ
の
手
帳
を
活
用
し
て

職
場
点
検
を
進
め
、
チ
ェ
ッ
ク

・
提
言
機
能
を
発
揮
し
、
安
全

性
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
る
。

・
内
部
補
助
で
成
り
立
っ
て
い

た
事
業
構
造
が
崩
れ
つ
つ
あ
る

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
に
つ
い
て
、

地
方
議
員
団
と
連
携
を
図
り
、

地
域
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て

そ
の
解
決
に
努
め
る
。
そ
の
た

め
に
も
、
来
る
衆
議
院
選
挙
に

全
力
で
取
り
組
む
。

・
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
は
、

世
代
交
代
が
進
ん
で
も
組
合
員

に
信
頼
さ
れ
る
運
動
を
実
践
で

き
て
い
る
。
引
き
続
き
、
「
Ｊ

Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
６
つ
の

柱
を
基
に
、
組
合
員
に
寄
り
添

い
、
身
近
な
世
話
役
活
動
を
行

う
。

・
結
成
以
来
初
の
冬
の
ボ
ー
ナ

ス
交
渉
に
臨
む
。
改
め
て
、
各

方
面
へ
の
需
要
喚
起
や
支
援
拡

大
に
向
け
た
要
請
行
動
等
を
要

請
す
る
。
今
大
会
で
提
起
さ
れ

た
提
言
は
、
実
現
に
向
け
Ｊ
Ｒ

西
労
組
も
取
り
組
む
。

質
疑
（
要
旨
）
〜
運
動
方
針
を
力
強
く
後
押
し
〜

大
路
代
議
員
【
Ｊ
Ｒ
西
労
組
（
青
年
・
女
性
）
】

齋
藤
代
議
員
【
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
】

斎
藤
代
議
員
【
Ｊ
Ｒ
北
労
組
】

小
山
代
議
員
【
貨
物
鉄
産
労
】

芦
原
代
議
員
【
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
】

尾
内
代
議
員
【
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
】

福
本
代
議
員
【
Ｊ
Ｒ
西
労
組
】

宇
治
橋
代
議
員
【
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
（
グ
ル
ー
プ
）
】

新
保
代
議
員
【
Ｊ
Ｒ
西
労
組
・（
男
女
平
等
参
画
）
】

西
原
代
議
員
【
Ｊ
Ｒ
西
労
組
（
自
動
車
）
】

森
安
代
議
員
【
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
】

会場で十分な間隔を空け、真剣に大会討議に参加する代議
員・特別代議員

感染対策を考慮し、リモートを併用し議事を運営。９人の代
議員・特別代議員がＺｏｏｍで大会に参加し、議案の決議もス
ムーズに行われた

大会運営をリードした武智大会議長

　本大会に、新たに加盟した「交
運共済労働組合」の園原委員長と
宮武書記長が参加し、加盟証書と
ＪＲ連合バッチが手渡された。園
原委員長からは、加盟にあたって
の決意が語られた。

新規加盟組合紹介
交運共済労働組合に
加盟証書を授与
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団
労
、
メ
デ
ィ
ア
労
連
、
全
自

交
労
連
、
全
労
金
、
森
林
労
連
、

全
印
刷
、
全
国
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ

Ａ
連
合
、
港
運
同
盟
、
全
造
幣
、

全
港
湾
、
鉄
構
労
、
鉄
道
関
連
労

【
友
誼
団
体
等
】

全
国
交
運
共
済
生
協
、
こ
く
み

ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
、
明
治
安
田

生
命
保
険
相
互
会
社
、
一
般
社

団
法
人
全
国
労
働
金
庫
協
会
、

労
働
金
庫
連
合
会
、
中
央
労
働

金
庫
、
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

公
益
財
団
法
人
国
際
労
働
財
団
、

吉
田
治

子
、
柳
田
稔
、
牧
山
弘
惠
、
宮

口
治
子

【
労
働
組
合
関
係
】

交
運
労
協
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
、

自
動
車
総
連
、
自
治
労
、
電
機

連
合
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
、
基
幹
労
連
、

Ｊ
Ｐ
労
組
、
生
保
労
連
、
日
教

組
、
電
力
総
連
、
情
報
労
連
、

運
輸
労
連
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
、
私

鉄
総
連
、
フ
ー
ド
連
合
、
損
保

労
連
、
国
公
連
合
、
サ
ー
ビ
ス

連
合
、
海
員
組
合
、
交
通
労
連
、

航
空
連
合
、
ゴ
ム
連
合
、
紙
パ

連
合
、
全
電
線
、
全
国
ガ
ス
、

印
刷
労
連
、
全
水
道
、
全
国
農

志
、
白
石
洋
一
、
高
井
崇
志
、

武
内
則
男
、
田
嶋
要
、
辻
元
清

美
、
津
村
啓
介
、
中
川
正
春
、

西
岡
秀
子
、
野
田
佳
彦
、
平
野

博
文
、
古
川
元
久
、
本
多
平
直
、

馬
淵
澄
夫
、
山
内
康
一
、
山
井

和
則
、
柚
木
道
義
、
石
川
香
織
、

岡
島
一
正
、
岡
本
充
功
、
奥
野

総
一
郎
、
関
健
一
郎
、
松
田
功

【
参
議
院
議
員
】

足
立
信
也
、
伊
藤
孝
恵
、
大
塚

耕
平
、
川
合
孝
典
、
小
林
正
夫
、

田
村
麻
美
、
永
江
孝
子
、
野
田

国
義
、
浜
野
喜
史
、
福
山
哲
郎
、

森
本
真
治
、
森
屋
隆
、
矢
田
稚

《
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

【
官
公
庁
】

国
土
交
通
大
臣　

赤
羽　

一
嘉

厚
生
労
働
大
臣　

田
村　

憲
久

【
自
治
体
】

滋
賀
県
知
事　
　

三
日
月
大
造

【
政
党
】

国
民
民
主
党
代
表　

玉
木
雄
一
郎

立
憲
民
主
党
代
表　

枝
野　

幸
男

【
衆
議
院
議
員
】

赤
松
広
隆
、
池
田
真
紀
、
稲
富

修
二
、
岡
田
克
也
、
神
谷
裕
、

城
井
崇
、
近
藤
昭
一
、
斉
木
武

《
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

連
合
会
長　
　
　

神
津
里
季
生

国
会
議
員
懇
談
会

　

会　

長　
　
　

榛
葉
賀
津
也

　

副
会
長　
　
　

泉　
　

健
太

　

事
務
局
長　
　

小
川　

淳
也

　

幹　

事　
　
　

長
浜　

博
行

　

幹　

事　
　
　

岸
本　

周
平

　

幹　

事　
　
　

広
田　
　

一

　

幹　

事　
　
　

原
口　

一
博

　

幹　

事　
　
　

大
串　

博
志

地
方
議
員
団
連
絡
会

　

代
表
幹
事　
　

中
田　

利
幸

た
。
Ｊ
Ｒ
産
業
が
担
う
社
会
的

使
命
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お

い
て
も
重
要
で
あ
り
、
自
立
経

営
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
地
域
と
の
連
携
と
い
う
観

点
で
は
、
地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
法
上
の
法
定
協
議
会
で
、

複
数
の
自
治
体
を
ま
た
が
っ
た

る
事
例
も
あ
り
、
ま
さ
に
Ｊ
Ｒ

連
合
が
掲
げ
て
き
た
「
チ
ー
ム

公
共
交
通
」
が
形
に
な
っ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
で
も
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と

い
う
言
葉
も
あ
る
が
、
鉄
道
や

バ
ス
な
ど
様
々
モ
ー
ド
と
連
携

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

交
通
網
を
作
る
取
り
組
み
も
進

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
Ｊ
Ｒ

労
使
も
参
画
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

・
バ
ス
産
業
に
お
い
て
は
、
独

占
禁
止
法
の
特
例
措
置
と
し
て
、

複
数
の
バ
ス
会
社
が
共
同
運
行

を
実
施
し
て
共
同
経
営
し
て
い

き
た
。
産
業
雇
用
安
定
助
成
金

に
つ
い
て
も
、
連
合
か
ら
Ｊ
Ｒ

連
合
と
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受

け
る
な
ど
改
善
に
向
け
て
動
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
交
通

崩
壊
と
い
う
言
葉
が
ニ
ュ
ー
ス

で
語
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き

総
結
集
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

・
今
春
季
生
活
闘
争
に
お
い
て

は
、
方
針
を
一
本
化
し
た
効
果

が
あ
っ
た
と
受
け
止
め
て
お
り
、

ま
だ
交
渉
中
の
グ
ル
ー
プ
労
組

も
あ
る
が
Ｊ
Ｒ
各
単
組
追
随
・

準
拠
型
か
ら
の
転
換
が
進
ん
だ
。

グ
ル
ー
プ
労
組
、
エ
リ
ア
連
合

の
尽
力
に
敬
意
を
表
す
る
。
２

０
２
２
春
季
生
活
闘
争
で
も
成

果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
様
々
な

会
議
体
で
丁
寧
な
議
論
を
行
い
、

求
心
力
の
保
て
る
方
針
を
策
定

し
た
い
。

○
中
村
交
通
政
策
部
長

・
安
全
に
関
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
死
亡
労
災
が
連
続
発

生
し
て
い
る
背
景
に
は
、
現
場

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
が
推
察
さ
れ
る
。
検
証

を
重
ね
る
と
と
も
に
、
よ
り
多

く
の
情
報
を
各
単
組
と
共
有
し
、

有
効
な
水
平
展
開
を
実
施
し
て

い
く
。

・
経
過
報
告
の
と
お
り
、
緊
急

対
策
と
し
て
雇
用
調
整
助
成
金

を
は
じ
め
と
す
る
要
望
事
項
を

関
係
す
る
大
臣
等
へ
要
請
し
て

る
。
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
な
ど
の

政
策
課
題
の
解
決
に
は
政
治
の

力
が
必
要
だ
。
引
き
続
き
の
協

力
を
要
請
す
る
。

○
北
村
労
働
政
策
部
長

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
は
活

動
を
通
じ
て
様
々
な
情
報
共
有

の
場
を
提
供
し
て
き
た
。
８
月

の
総
会
で
こ
の
間
の
取
り
組
み

を
総
括
し
た
上
で
、
引
き
続
き

グ
ル
ー
プ
労
組
の
期
待
、
要
請

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
、
３
産
別
で
の

要
請
行
動
に
つ
い
て
も
、
今
後

は
宿
泊
・
観
光
業
界
と
の
連
携

と
い
う
面
で
情
報
交
換
で
き
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
深
度
化

を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
ま
だ

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
労
働

組
合
の
な
い
グ
ル
ー
プ
会
社
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
引
き
続
き
組

織
化
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の

も
踏
ま
え
、Ｊ
Ｒ
連
合
こ
そ
が

政
策
の
実
現
力
を
有
す
る
こ
と

を
強
く
訴
え
、組
織
拡
大
に
結

び
付
け
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、

組
合
未
加
入
者
や
グ
ル
ー
プ
労

組
の
組
織
拡
大
に
つ
い
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
で
職
場
に
溢
れ
て
い

る
不
安
の
声
を
拾
い
上
げ
、
集

団
的
労
使
関
係
の
必
要
性
を
訴

求
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の

総
結
集
を
果
た
し
た
い
。

・
こ
の
間
、
国
会
議
員
懇
や

21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
所
属
す
る
議

員
と
連
携
し
、
精
力
的
に
関
係

大
臣
へ
の
要
請
行
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、

地
元
で
各
単
組
の
支
部
・
分
会

の
役
員
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り

が
日
頃
か
ら
議
員
と
関
わ
り
、

選
挙
の
時
に
応
援
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
実
現
し
て
い
る
の
で
あ

・
男
女
平
等
参
画
は
、
新
た
な

計
画
の
策
定
に
向
け
て
丁
寧
に

議
論
し
て
い
く
。
女
性
役
員
の

登
用
に
つ
い
て
は
、
組
織
・
財

政
検
討
委
員
会
の
第
二
次
答
申

で
も
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
、

積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
で

あ
り
、
新
計
画
に
反
映
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

○
中
山
組
織
部
長

・
Ｊ
Ｒ
北
労
組
に
お
け
る
組
織

拡
大
で
は
、
受
取
る
世
代
に
合

わ
せ
た
情
報
発
信
の
仕
方
が
重

要
だ
と
再
認
識
し
た
。
他
の
民

主
化
当
該
単
組
に
も
同
様
の
こ

と
が
言
え
る
。ま
た
、
若
年
者

の
離
職
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

さ
ら
な
る
浸
透
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
の
で
協
力
願
い
た

い
。

・
「
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
需
要
喚

起
の
局
面
で
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
る
。
継
続
と
内
容
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
。

○
今
井
企
画
部
長

・
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
は

コ
ロ
ナ
禍
前
に
策
定
し
た
が
、

労
働
組
合
の
必
要
性
や
集
団
的

労
使
関
係
の
価
値
、
世
話
役
活

動
の
実
践
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
今
ま
さ
に
説
得
力
を

持
っ
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ（
順
不
同
・
敬
称
略
）

大会宣言
　私たちは本日、「ホテルアソシア豊橋」で第31回定期大会を開催し、2021年度の
運動方針を満場一致で決定した。
　コロナ禍の長期化がＪＲ産業を今もなお苦境に追い込んでいる。私たちはこの苦
境を打開すべく、当面の緊急課題への対応をさらに強化し、ＪＲ産業で働くすべて
の仲間の雇用と生活をまもっていく。その上で、ポストコロナ社会においてもＪＲ
産業の持続的成長と安心して働き続けられる環境を築くために、社会変容を真正面
からとらえた政策提言「将来を見据えたＪＲ産業のあり方と私たちの働き方」を運
動の羅針盤とし、その実現に向けた諸行動を力強く展開する。
　その大前提となる安全の確立に向けては、経営環境が変化しようとも、事業運営
の根幹を為すとの基本認識の下、最重要課題と位置付け、これまで以上に取り組み
を強化する。福知山線列車事故の反省と教訓を胸に刻み、原因と対策をあらためて
共有するとともに、「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大労災ゼロ」の完遂
に向けた、取り組みを強化する。さらには、技術の進歩などを踏まえた安全確立を
前提とした業務のあり方についても議論の輪を広げていく。
　組織の強化・拡大については、「ＪＲ連合ビジョン」の実践を通じてＪＲ連合へ
の総結集をめざす。働く仲間に寄り添い、仲間の抱いている不安を共有し、その解
消に向けてみんなで連携することこそ今求められている労働組合の役割である。こ
の理念をすべての加盟単組と共有し、その実践を通じた組織強化・拡大に全力で取
り組む。そして、民主化闘争を深度化させるとともに、未だ集団的労使関係の庇護
の下にないＪＲ産業で働く仲間にも連帯の輪を広げるべく邁進する。
　産業政策活動にあたっては、社会構造の変化をＪＲ産業の持続的成長に向けた転
換点と捉え、次代に求められる踏み込んだ提言を様々な角度から練り上げ、すべて
の加盟単組と共有化を図るとともに、その実現に向けては、ＪＲ連合が主体的立場
に立ってＪＲ各社との一層の連携を図りつつ、行政や政治といった関係主体ともこ
れまで以上に連携を深める。
　労働条件向上に向けた取り組みについては、加盟単組が一丸となり「中期労働政
策ビジョン」の実現に邁進するとともに、本定期大会で提起した新たな政策提言を、
加盟単組はもとより、ＪＲ産業を構成するすべての事業者と共有し、長期にわたり
安心して働き続けられる職場環境の整備と、ＪＲ産業における働き方改革の実現を
めざす。
　政策の実現、取り巻く厳しい環境の打開には政治の力が欠かせない。まずは、政
治への関心が高まりつつある状況を組合員の参画意識へとつなげていく。その中で
迎える第49回衆議院議員選挙や来年に控えた第26回参議院議員選挙、そして地方議
会議員選挙では、私たちの運動に共鳴する候補者の必勝を、そして改選期を迎える
地方議員団所属議員の再選をそれぞれ勝ち取るべく、組織の総力をあげて取り組む。
　私たちは今大きな試練に立たされている。しかし、私たちは決して屈しない。組
織の総力を結集してこの苦境を必ず乗り越え、明るい未来を私たちの手で掴み取る
。先人の尽力により積み上げてきたＪＲ連合運動をより柔軟な発想で縦横無尽に拡
張し、新たな時代を切り拓こう！ＪＲ連合は、本定期大会で決定した運動方針に基
づく活動をすべての加盟単組、組合員が一丸となって取り組み、ＪＲ産業の持続的
成長と組合員・家族の幸せを実現する。
　以上、宣言する。
2021年６月16日

日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）
第31回定期大会

　

こ
の
１
年
半
、
や
る
せ
な
い

気
持
ち
を
抱
え
な
が
ら
、
日
々
、

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
場
で
精
い
っ
ぱ

い
頑
張
っ
て
き
た
。
こ
の
努
力

は
報
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た

「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
成
長
と

組
合
員
・
家
族
の
幸
せ
」
の
実

現
に
向
け
、
２
つ
の
視
点
を
共

有
し
た
い
。

自
ら
行
動
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
想
い
で
「
将
来
を
見

据
え
た
Ｊ
Ｒ
産
業
の
あ
り
方
と

私
た
ち
の
働
き
方
」
を
提
起
し

た
。

　

こ
の
政
策
提
言
は
、
今
後
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
で
肉
付
け

し
て
完
成
品
に
し
て
い
く
所
存

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

で
は
提
言
に
貫
か
れ
て
い
る
価

先
例
に
な
い
人
材
活
用
に
向
き

合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
今

年
入
っ
て
き
た
新
入
社
員
が
安

心
し
て
働
け
た
と
50
年
後
に
思

え
る
よ
う
に
長
期
的
視
点
に
立
っ

て
、
勇
気
を
持
っ
て
、
こ
の
変

化
と
向
き
合
っ
て
い
こ
う
で
は

な
い
か
。

　

２
つ
目
は
、
組
織
を
よ
り
強

く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

熟
し
つ
つ
あ
る
。
力
量
を
上
げ

る
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
連
携

す
る
こ
と
。
３
産
別
と
の
連
携

で
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
増
し
た
が
、

労
使
の
連
携
は
よ
り
重
要
に
な

る
。
よ
り
強
く
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に

労
使
の
連
携
を
訴
え
か
け
て
い

く
。

　

時
代
は
今
、
本
当
に
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
。
変
化
を
的
確

心
を
手
に
入
れ
た
け
れ
ば
自
ら

の
手
で
つ
か
み
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
職
場

に
は
、
こ
の
ま
ま
Ｊ
Ｒ
産
業
で

働
き
続
け
ら
れ
る
の
か
、
と
い

う
不
安
が
漂
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
皆
さ
ん
と

と
も
に
Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
こ
と

へ
の
自
信
と
安
心
を
い
ま
一
度

取
り
戻
し
た
い
。
そ
の
た
め
に

　

１
つ
目

は
、
安
全

が
所
与
の

も
の
で
は

な
い
の
と

同
様
、
安

値
観
を
共
有
し
た
い
。
そ
れ
は
、

変
化
を
受
け
入
れ
る
勇
気
が
な

け
れ
ば
、
将
来
に
わ
た
る
安
心

は
つ
か
み
取
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
会
社
側
で
あ
れ
ば
、

新
た
な
需
要
を
取
り
込
む
こ
と

や
、
組
織
の
垣
根
を
超
え
て
連

携
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

働
く
側
も
、
こ
れ
ま
で
の
働
き

方
を
一
定
程
度
見
直
す
こ
と
や
、

う
こ
と
。
こ
の
間
、
何
十
回
と

要
請
行
動
を
繰
り
返
し
て
き
た

が
、
政
治
を
動
か
す
だ
け
の
力

は
ま
だ
な
い
。
組
織
の
力
量
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
工
夫
を
し

な
が
ら
地
道
に
運
動
の
量
を
増

や
し
、
仲
間
の
求
心
力
を
高
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
織
の

強
化
な
く
し
て
組
織
の
拡
大
な

し
。
民
主
化
当
該
単
組
も
機
は

る
組
織
で
な
け
れ
ば
生
き
残
れ

な
い
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、諸
先
輩

方
が
、
そ
う
い
う
価
値
観
念
を

積
み
上
げ
て
き
た
。
こ
の
貴
重

な
財
産
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ

の
難
局
を
打
ち
破
れ
る
と
確
信

す
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
を
信
じ
、
組

織
の
総
力
を
結
集
し
て
こ
の
苦

境
を
乗
り
越
え
、
明
る
い
未
来

を
つ
か
み
取
ろ
う
。

に
捉
え
、

過
去
の
慣

習
だ
け
に

頼
ら
な
い

柔
軟
な
発

想
が
で
き

Ｊ
Ｒ
連
合
に
結
集
し

　
明
る
い
未
来
を
つ
か
み
取
ろ
う

尾
形
事
務
局
長

総括答弁
（要旨）

《
執
行
部
答
弁
要
旨
》

   
想
い
を
受
け
止
め
さ
ら
な
る
飛
躍
を

加盟単組が一丸となり提言の実現に向け、荻山会長の音頭で
団結かんばろう
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コ
ロ
ナ
禍
で
特
に
甚
大
な
影

響
を
受
け
て
い
る
Ｊ
Ｒ
、
航
空

お
よ
び
宿
泊
観
光
の
３
つ
の
産

別
（
Ｊ
Ｒ
連
合
、
サ
ー
ビ
ス
連

合
、
航
空
連
合
）
が
、
局
面
打

開
の
た
め
産
別
の
枠
を
超
え
、

政
府
や
政
党
な
ど
の
関
係
主
体

に
対
し
精
力
的
に
要
請
行
動
を

展
開
し
た
。

　

要
請
に
際
し
て
は
、
人
材
の

流
出
と
産
業
の
衰
退
が
同
時
に

進
行
し
て
い
る
惨
状
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
広
域
的
な
移
動
や

観
光
に
対
す
る
根
強
い
不
安
が

あ
る
た
め
需
要
の
回
復
に
は
程

遠
く
、
事
業
運
営
に
向
け
た
労

使
の
取
り
組
み
も
限
界
に
来
て

い
る
こ
と
を
訴
え
た
。
そ
の
上

で
、
要
望
事
項
と
し
て
は
、
移

動
や
観
光
に
対
す
る
国
民
の
不

安
払
拭
に
国
を
あ
げ
て
取
り
組

む
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、

段
階
的
な
移
動
需
要
の
創
出
と

息
の
長
い
助
成
制
度
の
構
築
を

求
め
た
。

　

政
党
に
対
し
て
は
、
６
月
３

日
に
国
民
民
主
党
、
翌
４
日
に

は
立
憲
民
主
党
へ
、
11
日
に
は

与
党
で
あ
る
公
明
党
へ
要
請
を

行
っ
た
。
各
党
と
も
に
多
く
の

議
員
が
駆
け
つ
け
、
具
体
的
な

要
請
内
容
に
対
し
て
熱
心
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
る
と
と
も
に
、

要
請
の
実
現
に
向
け
た
決
意
が

示
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
政
府
に
対
し
て
は
、

６
月
８
日
に
西
村
康
稔
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
、
11
日
に
赤
羽

一
嘉
国
土
交
通
大
臣
、
18
日
に

田
村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
、
23

日
に
麻
生
太
郎
副
総
理
・
財
務

大
臣
へ
要
請
行
動
を
行
い
、
各

産
別
の
議
員
懇
所
属
議
員
も
出

席
し
た
。

を
守
る
べ
く
財
務
省
と
も
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
強

い
決
意
が
語
ら
れ
た
。
麻
生
大

臣
か
ら
は
、
訴
え
に
熱
心
に
聞

き
入
っ
た
上
で
、
国
の
財
政
状

況
が
悪
く
な
っ
て
い
る
の
は
事

実
だ
が
、
雇
用
調
整
助
成
金
の

効
果
は
明
ら
か
で
あ
り
、
特
例

の
延
長
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

世
論
の
理
解
を
深
め
る
べ
く
、

６
月
11
日
に
厚
生
労
働
記
者
ク

ラ
ブ
、
14
日
に
国
土
交
通
記
者

ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見
を
開
催
し
、

各
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
。

　

こ
れ
で
３
産
別
に
よ
る
要
請

行
動
は
終
え
る
こ
と
と
な
る
が
、

今
後
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら

引
き
続
き
実
効
性
の
あ
る
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

・
時
短
勤
務
の
対
象
年
齢
引
き

　

上
げ
（
６
歳
未
満
↓
小
学
校

　

１
年
生
の
年
度
末
ま
で
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
岡
メ
ン
テ
ッ
ク

労
組　
　
　
　

（
５
月
28
日
）

・
夏
季
賞
与　

社
員
、
社
員
再

　

雇
用
〈
月
給
〉
２
・
１
ヵ
月

・
一
時
金　

社
員
〈
再
雇
用
フ

　

ル
パ
ー
ト
〉
14
万
円
、
フ
ル

　

パ
ー
ト
社
員
、
福
岡
市
営
地

　
下
鉄
駅
従
業
員
５
万
円
、
パ
ー

　

ト
社
員
２
万
５
０
０
０
円
、

　

中
途
採
用
〈
２
０
２
０
年
10

　

月
２
日
以
降
の
採
用
者
〉
日

　

数
に
応
じ
て
支
給

　

（
定
昇
等
は
既
報
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
労
組　

（
６
月
２
日
）

・
ベ
ア　

社
員
１
８
０
０
円
、 

　

専
任
、
嘱
託
、
シ
ニ
ア
１
２

　

０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
９
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
九
州
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト

労
組　
　
　
　

（
６
月
３
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
、
２
０
２

　

１
年
４
月
１
日
現
在
60
歳
以

　

上
の
者
１
５
０
０
円

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
９
ヵ

　

月
（
２
０
２
１
年
４
月
１
日

　

〜
５
月
31
日
ま
で
の
採
用
者

　

２
万
円
）
、
契
約
社
員
〈
フ

　

ル
タ
イ
ム
ス
タ
ッ
フ
〉
（
鉄

　

道
整
備
・
ビ
ル
管
理
及
び
ホ

　

テ
ル
関
係
事
業
所
）
日
額
× 

　

27
日
×
係
数（
在
職
期
間
６
ヵ

　

月
以
上
０
・
５
、
２
年
以
上

　
０
・
７
、
３
年
以
上
１
・
０
、

　

10
年
以
上
１
・
１
）、
同（
駅

　

事
業
所
）
助
役
（
駅
長
等
）

　

５
万
円
、
同　

営
業
主
任
４

　

万
円
、
同
営
業
指
導
係
及
び

　

営
業
係
３
万
円
、同
（
地
下

　

鉄
事
業
所
）
営
業
長
６
万
円
、

　

同
副
営
業
長
及
び
営
業
主
任

　

５
万
円
、
同
営
業
係
３
万
円

・
一
時
金　

夏
季
手
当
が
支
給

　

さ
れ
な
い
契
約
社
員
〈
フ
ル

　
タ
イ
ム
ス
タ
ッ
フ
〉
及
び
パ
ー

　

ト
タ
イ
ム
ス
タ
ッ
フ
１
万
円

西
日
本
バ
ス
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

労
組　
　
　
　

（
６
月
９
日
）

・
夏
季
一
時
金　

社
員
・
嘱
託

　

社
員
１
・
２
ヵ
月
、
パ
ー
ト

　

社
員
（
週
労
働
時
間
30
時
間

　

以
上
２
万
４
０
０
０
円
、
同

　
（
週
労
働
時
間
15
時
間
以
上
）

　

１
万
６
０
０
０
円
、
同
（
週

　

労
働
時
間
５
時
間
以
上
）
８

　

０
０
０
円

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
労
組

（
６
月
10
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
０
・
８
ヵ

　

月
、
契
約
社
員
０
・
56
ヵ
月

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
ツ
ア
ー
ズ

労
組　
　
　
　

（
６
月
11
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
賞
与　

０
・
５
ヵ
月

松
浦
商
店
労
組
（
６
月
15
日
）

・
昇
給　

２
０
０
０
円
（
た
だ

　

し
、
30
歳
未
満
に
限
る
）

・
夏
季
手
当　

０
・
６
ヵ
月
＋

　

業
績
査
定
給

Ｊ
Ｒ
九
州
リ
テ
ー
ル
労
組

（
６
月
18
日
）

・
夏
季
賞
与　

社
員
、
嘱
託
社

　

員
１
・
８
ヵ
月
、
地
域
社
員
、

　

嘱
託
地
域
社
員
（
雇
用
期
間

　

３
年
以
上
５
年
未
満
の
者
）

　

１
・
35
ヵ
月
、
同
（
雇
用

　

期
間
３
年
未
満
の
者
）０
・

　

９
ヵ
月

・
一
時
金　

夏
季
賞
与
の
支
給

　

月
数
が
１
・
８
ヵ
月
に
満
た

　

な
い
地
域
社
員
と
嘱
託
地
域

　

社
員
に
対
し
て
支
給
↓
夏
季

　

賞
与
と
一
時
金
の
合
算
に
よ

　

り
、
１
・
８
ヵ
月
を
確
保

　

（
定
昇
等
は
既
報
）

赤羽国土交通大臣へ要請（6月11日）

麻生副総理・財務大臣へ要請（6月23日）

西村内閣府特命担当大臣へ要請（6月8日）

田村厚生労働大臣へ要請（6月18日）

各
大
臣
が
要
請
を
受
け
止
め

前
向
き
な
姿
勢
を
示
す

連
帯
の
輪
を
広
げ

よ
り
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

　

西
村
大
臣
か
ら
は
、
大
企
業

に
支
援
が
届
い
て
い
な
い
現
状

も
踏
ま
え
、
産
業
の
基
盤
で
あ

る
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
と
前
向
き
な
答
弁

が
あ
っ
た
。
赤
羽
大
臣
か
ら
は
、

公
共
交
通
等
の
従
事
者
へ
の
感

染
症
対
策
の
徹
底
に
対
す
る
謝

意
や
雇
用
調
整
助
成
金
の
重
要

性
、
地
域
の
経
済
・
社
会
を
支

え
る
交
通
・
観
光
産
業
を
守
る

決
意
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。
田

村
大
臣
か
ら
は
、
雇
用
調
整
助

成
金
の
特
例
延
長
に
よ
り
雇
用

　

さ
ら
に
、
要
請
行
動
に
先
立

つ
５
月
21
日
に
は
経
団
連
と
意

見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
連

合
に
も
６
月
11
日
に
要
請
行
動

を
行
い
、
神
津
連
合
会
長
、
相

原
康
伸
事
務
局
長
と
長
時
間
に

及
ぶ
真
摯
な
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
世
の
中
に
広
く
知
ら
し
め

Ｊ
Ｒ
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク
労
組

（
３
月
30
日
）

・
昇
給　

実
施

・
夏
季
賞
与　

社
員
２
・
４
ヵ

　
月
、
準
社
員
〈
フ
ル
タ
イ
マ
ー
〉

　

（
勤
続
１
年
以
上
）
１
・
06
ヵ

　

月
、
同
（
勤
続
６
ヵ
月
以
上

　

１
年
未
満
）
１
・
01
ヵ
月
、

　

同
（
勤
続
６
ヵ
月
未
満
）
０
・

　

96
ヵ
月
、
契
約
社
員
１
ヵ
月
、

　

準
社
員
〈
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

　

シ
ニ
ア
契
約
社
員
〉
（
支
払

　

対
象
期
間
内
の
月
平
均
労
働

　

時
間
が
１
６
０
時
間
以
上
９

　

万
２
０
０
０
円
、
同
（
１
３

　

０
時
間
以
上
１
６
０
時
間
未

　

満
）
４
万
６
０
０
０
円
、
同

　

（
88
時
間
以
上
１
３
０
時
間

　

未
満
）
２
万
８
０
０
０
円
、

　

同
（
１
時
間
以
上
88
時
間
未

　

満
）
１
万
円

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
サ
ー

ビ
ス
労
組　
　

（
４
月
22
日
）

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
41
ヵ

　

月
、
パ
ー
ト
社
員
（
週
平
均

　

30
時
間
以
上
の
者
）
１
万
５

　

０
０
０
円
、
同
（
週
平
均
15

　

時
間
以
上
の
者
）
１
万
円
、

　

同
（
週
平
均
15
時
間
未
満
の

　

者
）
５
０
０
０
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
伊
勢
丹 

労
組　
　
　
　

（
４
月
22
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
大
卒
初

　

任
給
20
万
６
０
０
０
円
）

・
賞
与　

ス
テ
ー
ジ
Ｂ
・
Ｃ
４

・
Ｃ
３
（
旧
１
級
〜
３
級
）
２
・

　

５
ヵ
月
（
６
月
０
・
５ 

ヵ

　

月
、
12
月
２
ヵ
月
）、
ス
テ
ー

　

ジ
Ｃ
３
・
Ｃ
２（
旧
Ｓ
３
級
・

　

Ｓ
２
級
） 

旧
Ｓ
１ 

級
〜
Ｓ

　

３
級
社
員
賃
金
規
程
に
基
づ

　

き
支
給

・
年
間
所
定
労
働
時
間
の
短
縮

・
年
末
年
始
シ
フ
ト
の
廃
止

・
副
業
規
程
の
見
直
し 

、
副

　

業
・
兼
業
に
関
す
る
ガ
イ
ド

　

ラ
イ
ン
の
策
定

東
海
整
備
労　

（
５
月
６
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
１

　
０
０
０
円
）、嘱
託
社
員
の
月
給

　

平
均
１
０
０
０
円
引
き
上
げ

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
９
ヵ

　

月
＋
成
績
給
、
臨
時
社
員
・

　

パ
ー
ト
社
員 

個
別
の
勤
務

　

成
績
等
を
踏
ま
え
支
給

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
総
合
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
労
組　

（
５
月
18
日
）

・
ベ
ア　

定
期
昇
給
＋
ベ
ア
で

　

平
均
５
８
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
２
ヵ
月

東
海
交
通
機
械
労
組

（
５
月
19
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
標
準
乗

　

数
４
）

・
夏
季
賞
与　

２
・
８
ヵ
月

セ
ン
ト
ラ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労

組　
　
　
　
　

（
５
月
19
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施（
乗
数
４
）

・
夏
季
手
当　

社
員
、
嘱
託
社

　

員
、
継
続
社
員
２
・
75
ヵ
月

　

＋
３
万
円
、
契
約
社
員
14
万

　

２
６
０
０
円
〜
22
万
８
０
０

　

０
円
、
パ
ー
ト
社
員
﹇
３
万

　

４
３
０
０
円
〜
５
万
４
７
０

　

０
円
﹈
×
勤
務
実
績
に
よ
る

　

就
労
率

東
海
交
通
事
業
労
組

（
５
月
24
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
標
準
乗

　

数
４
）

・
夏
季
手
当　

２
・
５
ヵ
月

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
パ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
ズ
労
組
（
５
月
24
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
標
準
乗

　

数
５
）

・
夏
季
一
時
金　

１
・
４
ヵ
月

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
建
設
労
組

（
５
月
26
日
）

・
ベ
ア　

０
・
２
％
（
35
歳
ポ

　

イ
ン
ト
で
５
０
０
円
）
※
７

　

年
連
続
で
ベ
ア
獲
得

・
昇
給　

実
施
（
標
準
１
％
）

・
夏
季
賞
与　
２
ヵ
月
（
但
し
、

　

調
査
期
間
内
の
勤
務
成
績
を

　

考
課
し
増
額
、
出
勤
日
数
に

　

応
じ
て
減
額
）

大
鉄
工
業
労
組
（
５
月
27
日
）

・
夏
季
手
当　

２
・
45
ヵ
月

　

（
定
昇
等
は
既
報
）

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
労
組

（
５
月
27
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施 

社
員
２

　

０
０
０
円
〜
５
０
０
円(

資

　

格
級
に
応
じ
て)

、
契
約
社

　

員
１
５
０
０
円

・
夏
季
手
当　

０
・
８
ヵ
月

・
従
業
員
休
憩
室
の
環
境
改
善

３
産
別
要
請
行
動

 
移
動
へ
の
不
安
払
拭
や
安
定
的
支
援
を
訴
え
る

サ
ー
ビ
ス
連
合
・
航
空
連
合
と
連
携
を
強
化

２０２１春季生活闘争
グループ労組妥結状況（６月23日時点）
JR単組を上回る回答を

グループ労組で獲得
以降の妥結については、「ＪＲ連合ＮＥＷＳ～２０２１
春闘速報～」にて掲載を継続します

２０２１年「夏季手当」要求及び妥結状況表
（2021.6.23）

単組名
２０２１年 ２０２０年

要求日 要求内容 妥結日 妥結内容 要求日 要求内容 妥結日 妥結内容

ＪＲ北労組 5/25 2.2ヵ月 6/21  1.6ヶ月
7/2支払 5/27 年3.97ヶ月以上 6/19 1.79ヶ月

7/3支払

ＪＲＥユニオン 5/17 2.2ヶ月 6/10 2.0ヶ月
6/29支払 5/21 2.8ヶ月 6/10 2.4ヶ月15,000円

6/29支払

ＪＲ東海ユニオン 2/8 2.5ヶ月 3/18 2.2ヶ月
6/30支払 2/10 3.1ヶ月 3/13 2.95ヶ月

6/30支払

ＪＲ西労組 2/5 年3.5ヶ月
（夏1.75） 3/30 1.3ヶ月

6/30支払 2/10 年5.7ヶ月 3/11
（年5.38ヶ月）
2.69ヶ月
6/30支払

ＪＲ四国労組 2/10 1.8ヶ月 4/7 1.21ヶ月
7/2支払 2/10 2.3ヶ月 3/19 1.89ヶ月

7/3支払

ＪＲ九州労組 2/10 2.5ヶ月 6/8 1.25ヶ月
6/30支払 2/10 3.0ヶ月 3/13 2.48ヶ月

6/30支払

貨物鉄産労 2/10 年4.9ヶ月以上
（夏2.3ヶ月以上） 6/17 1.77ヶ月

7/7支払 5/18 年4.9ヶ月以上
（夏2.1ヶ月以上） 6/12 1.75ヶ月

7/7支払


